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'無薬注,高脱水を実証-

･iミ∴電気浸透式加圧脱水樺≠スーパーフィルトJ3ンn
Electro･ostt10Sis dehydrator ■`` Stlper FiltrotL

''

proves efficient dellydrationwitI1011t any dosage

':A,p昭和52年に水濁法で浄水場排水が規励されて以来,汚泥

埋のための脱水機の導入が進んだ｡当時から数えて,は

や10数年が経過｡ 1)プレイス期を前紅メーカの新技術も目

立ってきた｡脱水の前津縮R:セラミックス炉過を利用する

方法,電庵を利用する技術などが新顔といったととろだが,

いずにしても汚泥発生量の減容化･.資源化も狭い敷地内で

の効率的な脱水,処理の低コスTt化などに事棄体側め南心
如集まっているo

神鋼パンテツクの電気浸透式加圧脱水機■｢スr:)くL- 7イ

1)I,トロン+は加圧脱水機の河童V._電極板を醸したニュー7
:i'イスの一つ.無薬注, 4kg/占m2程度の圧搾,･最大70ボ

ルナという低電圧機構でt,そのまま含水率60%以下VL放り
込む性能を発揮するo

きー;i:1般ケこ粒子表面には荷電電位があり,ゼ-ダ電位と呼ば

れる｡たとえば,浄水汚泥の粒子はマイナスの電荷,粒子

vL摸する水はプラスの電荷でお互いつりあうoそのため機

敏カだけでは脱水に限界がある.ところで,凍縮汚泥をあ
る電場に置くと,･汚泥粒子は陽極に移動する.この現象は

気泳動現象と呼ばれるo ｢ス-パーフイ)i,一口ン+の加

ナス側炉布面での汚泥粒

子の圧密が阻害されるため炉過･脱水が進むo

さら忙脱水がすすみ汚泡粒子の移動が拘束されると,令

度は水分だけが液電荷と反対のマイナス仰の移動,電気的

つりあいを保持しようとする｡この現象は電気浸透現象と

ばれる.脱水工程が薩限紅蓮した時紅この作用が効果を

揮占わずかな気圧で含水率60 %以下の効率を発揮するこ

できる｡

鋼パンテックでは3年前に第1号磯を発表oすでに,

郡公団のコミ.7oラ,･革北電力の洗釜排水処理,民間企業
製造エ程向けに実績をあげている.最近でほ今年3月ケこ

を受賞｡

水協会の推薦でこの脱水機が日刊工業新聞社長

1月に米国ロサンゼ/i,ス市で開催された国際水

ネ+パTフィル･トロン

甲IerFiltr甲

質汚濁研究協会(IAWPRC)主催の汚泥処理国際会議で論

文発表の栄に浴するとともVL-,機関紡.『Water Quality

lnternationalNo. 2 1990』にも,荘目される技術として

紹介された｡同社では,上下水プラントの汚泥脱水の決め

手として, ｢ス-パーフイ)I,トロン+の普及を進めていく

方針｡ ('90.12. 17 日本水道新聞)

直径が1/-2nm一多孔質ガラス開発

Newly.developped polou革 glass
IlaVing pore

size of l～2nm

L神鋼パ.ソテツクほゾルp･.ゲル法を利用･Lて,.表面紅直径
1′-2:nm (1 nmは100万分め;1,.m血)■の細孔があるy 7)刀

ージ)I/コニア系多孔質ガラスを開発したo細孔分布が均+

で,.休債に対する細孔の数(気孔率)らlo-80%の間で任

意に設定できるほか,耐アルカ7)性にも優れている占■92年

には製品化を予定しており,従来,難しかったチ_トクロム

CやインS/ユt)ンの単体分離も可能K1なるという.細孔直

径1′-2nmの多孔質ガラスはこれまでどこ忙もなかった｡

新しい多孔質ガラスは,特殊なシ1)カージルコニア系ガ

ラス原料を溶液中で反応さ直るゾ/レ･ゲ)I,湊を応用して開/

発｡このため①細孔直径ほ1′-2nI℃で任意忙設定できる㊤

細孔分布が均一㊥気孔率も調整できる④耐アルカリ性が高

い-などの特徴があるほか, 600oC前後の低温で琴造でき
る｡

字夜体や気体を分離する方法としてほ従来,分相法でつく

った多孔質ガラスやゼオライナを使用する方法があった
が,分相法多孔質ガラスでは7nmまでしか細孔がつくれ

ず,ゼオライトでは1nm未満の超微細なガラスしか分離

できなかった｡

同社は金属の表面中こガラスを焼き付けるグラスライニン

グ技術を持つことから,通産省工業技術院大阪工業技術試

験所の指導を受けてニューガラスの･開発に取り組んでい

た｡ ('90.12/24日刊工業新聞)

多孔質ガラス口MMISA-Ⅷ+

Porous glass `､IMMISA-Ⅱ”
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広粘度域で効率混合一新形翼採用の撹拝槽

Agitating vesselwith new type agitator for

mixing liquids of wide ramg･e in. viscosity

神鋼パンテツクは,幅広い粘度領域で高効率の混合を実

現する撹搾槽を開発した｡二枚の新形状撹搾巽を組み合わ

せ,槽内部全体に効率良く対流を起こすことができる｡従

来襲に比べ消費電力は半分以下ですむのが特長｡これまで

同一の琵群襲では無理とされていた1 ′-10万センチポイズ

の広い粘度域で使用が可能で,多目的混合プロセス向けに

拡販する方針｡初年度販売目標は10台, 1億円で, 4-5

年後R:年間40台,同10億円の販売を目指すo

この撹押槽は,同社が新た忙開発した撹押葉｢7)I/ゾ-

ン+ (商品名)を採用することで,従来同一琵群巽でほ難

しいとされていた広い粘度領域での高効率の混合(撹拝)

を可能にしたo

また,撹搾効率が高く消費電力は従来の半分以下と経済

的｡撹押葉,撹辞稽本体の材質ほステンレス鋼(SUS)

製のほか耐食性,非付着性R:優れたグラスライニング(G

L)製と用途に応じて選択できる｡フルゾーンの製作可能

容量は, GLタイプが60･m8, SUSタイプが155m8oと

くVL,製品の多品種化,生産の合理化の進む化学,医薬,

食品分野での多目的混合プロセスV-威力を発揮するo

('9'1.1.31化学工業日報)

'地域冷暖房用の冷却塔納入一

新宿新都心向け,世界最大規模
worl.d largest scale cooling･.tower of district

air conditioning llaS delivered in 血injtIknnew

metropolitan area

神鋼パンテツクは13日,東京都新宿区の東京ガス新宿地

域冷暖房センター紅,処理能力が世界最大規模の地域冷暖

房用冷却塔を納入したと発表した｡

フルゾーン採用の髭辞槽

Agitating vessel equipped with

FULLZONE 滋巧済

同センターの屋上部分v-設置されたこの冷却塔は,既一

棟働しており,大口径のフ.ァンを回して冷房後の水を再て

冷水VL変えるo処理能力は49000冷凍トンで東京都新庁弓

なと新府新静bの16の高層ピ)i, (延べ約1560000m2) f

冷温熱を供給していく｡さらむこ付近のビル増設にあわせ,

2年後には同59000冷凍トンに能力を増強するo

同社は地域冷暖房用冷却塔の最大事で,花博会場(処‡

能力6000冷凍トン)や神戸ハ-パ-ランド(同12000字

凍T.ン)にも設備を納めているo今後の地域冷暖房の覇王

増ケこ伴い,今年度15億円,来年度20億円の受荘を見込ん-

いる｡ ('91.2.14神戸新開)

展 示 会

Exhibition

空調,産業用フェア

Exhibition for Air-conditioning uses all

irLd11S七orial cooling

空調,産業用フェアは, 2月27日, 28日の2日間,北;

州市/+＼倉北区の西部ガス(秩)燃焼技術センタ-で開催二

れた｡

このフェアは西部ガスの主催により,ピ7L,空調から地王

冷暖房,コージュネレ-i,ヨン,更紅は溶解晩熟処王動

などの産業分野の機器およびシステムメーカの参加ケこよ

盛大に行われたo

当社は気熱装置事業部の地域冷暖房用冷却塔のバネ/レ)

示を中心に出展し,その特長ある技術と環境保全のニー･

にあっ∫た製品むこ注目を集めたo

当社の出展バネ/レ

･新宿新都心地区地域冷暖房用重層式冷却塔(鋼製)
49000 RT

･重層式冷却塔説明パネル

新宿新都心地区地域冷暖

用冷却塔

Cooling tover for

shinjyuktl metropolitan

district beating and cooli
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